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褥瘡対策委員   伊藤 加奈子 

 当院では、各病棟に褥瘡対策委員がおります。委員は、ベッド臥床の

患者様や上下肢の筋力が低下して、自ら動けない患者様などに褥瘡が出

来ないように日々努力をしています。 

 今回、好発部位や原因について話をさせていただきます。褥瘡（じょ

くそう）とは、長時間ベッドに寝ている患者様や車椅子を利用している

患者様に多く見られ、いわゆる“床ずれ”と呼ばれるものです。痛みな

どの知覚の低下した場合に発生しやすくなります。 

 好発部位は骨と皮膚との間に加動がかかりやすいところで仙骨部（お

しりの中心）坐骨部（座ったときに当たるおしりの両脇）大転子部（横

になる時に当たる腰の部分）などです。圧が長時間加わることにより、

その部位の血行が悪くなり皮膚、皮下組織まで傷害されます。また、ず

れにより生じる力も褥瘡の原因となり予防が大事です。  

 その為、時間毎の体位交換や長時間圧迫しない様、体交枕の使用を行

う事が必要です。このように、長時間の圧迫とずれというものが褥瘡の

最大の原因ですが、これらに加えて栄養状態、関節変形、運動能力の低

下といった様々な要因が絡みあって悪化する為、治療には多方面からの

アプローチや早期の治療が必要となります。褥瘡の症状は様々な深さ、

広がりを呈します。浅いものは皮膚の発赤やびらん（浅く皮膚がむけた

もの）ですみますが、深くなれば皮下脂肪や骨まで達します。また広が

りも様々で、でこぼこのようになっているものもあれば、表面は小さく

ても中に大きなスペースを形成（ポケット形成）しているものもありま

す。感染の程度も様々で、深く感染が及んでいるものもあり、壊死組織

（死んだ組織）が付着していることもしばしばあります。 

 褥瘡について説明しましたが、褥瘡を作らない為には毎日の栄養バランスと生活のリズムを整え

寝たきりにならない事が一番だと思います。 

 平成２４年７月１日から保険証が新しくなります。日田市国民健康保険、一般

被保険者証・退職被保険者証はお一人一枚ずつのカード様式です。窓口には新し

い保険証を提示してください。現在の緑色から桃色に変わります。 

褥瘡の進行度による分類 
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居宅介護支援センターうえの 

 梅雨に入り、ジメジメした嫌な季節になりました。この時

期、姿を現すのが「カビ」。おそらく、カビに対して良くない

印象を持つ人が多いと思います。しかし、みなさんは、おそら

く毎日、何らかの形でカビのお世話になっているのです。 

例えば、味噌・醤油・酒を作るには麹というものを使います。これは穀物（米）にカビ（コウジ

カビ）を生やしたもので、その中には酵素が集積されています。酵素というのは、生物が作り出す

たんぱく質で、栄養分を分解・吸収・合成するなどの化学反応の触媒（それ自身は変化しないが、

その存在によって反応が進む物質）です。この酵素によって、食品の成分や味・香りなどが変化す

るのです。さらに、酵素は精製され、食品ばかりでなく、消化促進作用のある医薬品や、工業製品

の製造などにも用いられています。 

医薬品として利用されるその例として、古くからよく知られているペニシリンがあります。この

薬はフレミングが、バクテリアの成育を抑える作用をもつ物質として、アオカビ（ぺニシリウム）

から見出したものです。そして、有害な微生物による病気（感染症）を治すために利用されるよう

になったのです。 

その後、感染症に対するさまざまな薬が開発され、感染症が大きな脅威ではなくなると、 

いわゆる生活習慣病の治療薬を見つけることが重要になりました。そこで、コレステロールの生産

を抑える物質をカビの生産物の中から見つけることが試みられました。その結果発見された物質

は、後にプラバスタチンとして知られる高脂血症治療薬のもととなりました。また、臓器移植に用

いられる免疫抑制剤や、抗真菌剤などがカビから見出され実用化されています。自然界にいるカビ

は、医薬の世界でも宝の山であるわけです。このように、私たちの生活は、まさに微小な菌類（カ

ビや酵母）によって支えられているのです。 

 いよいよ、梅雨に入り、蒸し暑く過ごしにくい季節がやってまいりまし

た。例年であれば裏の畑に野菜を植えていた時期ですが、今年は春に風邪

が流行し、入院患者の皆さんでの準備が出来ず遅れている状態です（6月

9日現在）。秋の焼き芋大会に向けてさつまいもの苗も植える予定ですの

で、その様子を紹介していきたいと思います。 

 話は変わりますが、先日、日田・玖珠地域の新人リハビリ歓迎会・懇親会に参加してきま

した。リハビリは理学療法士（ＰＴ），作業療法士（ＯＴ）、言語聴覚

士（ＳＴ）とあり、全員ではありませんが70名以上の参加者がありま

した。その中で今年も十数名の新人が私たちの地域に入っています。数

年前までは今の半分以下の人数でしたが、ずいぶん活気に満ちてきてお

ります。当院にいる私たちも認知症に携わるＯＴとして、地域の皆さん

や同じ専門職の者に色々な情報を発信していけたらと思います。 
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